留学費用賃貸契約書
（以下「甲」という）と、その社員　　　　　（以下「乙」という）は、甲の会社の留学規程に基づき、次のとおり乙の留学費用について契約する。

（留学期間）

第１条　乙の留学期間は、令和　年　月　日から令和　年　月　日として、本契約を適用する。ただし、この期間の短縮あるいは延長が必要となったときは、甲乙協議の上、本契約を変更することができる。

（留学費用の貸借）

第２条　留学費用は、入学金、授業料、通学費、家賃もしくは生活費の一部として会社が認めた額であって、次のとおり貸与する。

　　　　① 開始時貸付金（入学金、授業料その他の入学費用）　　　　　　円

　　　　② 分割貸付金（通学費・家賃・生活費）　　　　　　　　　　円（月額　　　　円）

　２．　前項の貸付は、前項１号の額を令和　年　月　日までに、前項２号の額を令和　年　月　日から　回に分割しそれぞれ毎月月末までに、乙が指定する次の金融機関へ甲が振り込んで行う。

	振込先金融機関
	　　　銀行／　　　支店 普通預金（Ｎo.　　　　　　）


　３．　追加の貸借が必要となった場合は、甲乙協議の上、別途契約する。

（利　息）

第３条　貸付金の利息は、年率　％とする。ただし、乙の在職中は利息を免除する。

（返　済）

第４条　乙が甲の会社を退職したときまたは留学規程に定める留学取消事由に該当したときは、留学途中であってもその後の新たな貸付は行わず、また貸付した留学費用をその日から１年以内に返済しなければならない。

（返還の免除）

第５条　甲が貸付した留学費用は、乙が復職後の一定期間を継続勤務した場合、その期間により次のとおり返済を免除する。

	復職後の継続勤務期間
	免除割合

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


　以上のとおり契約が成立したので、甲、乙、連帯保証人が記名押印した本書３通を作成し、それぞれ所持する。

令和　年　月　日

	
	所在地
	
	

	
	社名
	
	

	（甲）
	代表者
	
	㊞

	
	住所
	
	

	（乙）
	氏名
	
	㊞

	
	住所
	
	

	（連帯保証人）
	氏名
	
	㊞

	
	（乙との関係
	
	）


